
協同組合ＪＡＳＭＥＱ   食品製造ＱＣ通信  ３１号 

２０２１年 １０月 協同組合ＪＡＳＭＱ発行 

コーデックス「食品衛生の一般原則とＨＡＣＣＰ」が改訂されました 

（担当：ＪＡＳＭＥＱ顧問 監物今朝雄） 

  

 これまで、コロナ禍の状況もあり、「号外」とさせていただいてきましたので、久しぶりの発行とな

りました。 

 ６月から「食品衛生法」の施行が始まっておりますが、特に営業許可・届出制の状況については、幾

つかの「事例」についての情報をいただいていますが、正直のところ、「様子見」といった状況です。 

 今回は、そのＨＡＣＣＰ制度化と関係する、コーデックスＨＡＣＣＰの改訂（２０２０版）について

の情報が入り始めた件と、先般パルシステム協力会品質管理部会の学習会に、JＡＳＭＥＱの紹介で講

師をお願いした小暮先生の講演から、ごく一部ですが、「賢い保健所との付き合い方」について、お知

らせしてみました。 

 皆さんからのご意見情報も頂ければありがたいと考えて記事にさせていただいていますのでよろし

くお願いします。 

コーデックスＨＡＣＣＰ改定（２０２０版）について 

   ※グローバルテクノセミナー杉浦講師（月刊ＨＡＣＣＰ社長）と豊福山口大教授の公開資料を参

考にさせていただきました。まだ邦訳公開されていないので概要だけとなります。 

                               （順番等は監物の受け止めです。） 

＜改定の概要＞ 

■これまで「ＨＡＣＣＰ」は「付属文書」とされていましたが、改定により、第１章「一般的衛生管理」 

に続いて、第２章「ＨＡＣＣＰとガイドライン」の構造となりました。 

■危害要因として「微生物的」「物理的」「化学的」に「アレルゲン管理」が項目化されました。 

■「一般的衛生管理」についても、「モニタリング（検証）」及びそれに基づく「改善措置」が追加さ 

れました。また、「ＣＬ（管理基準）」については「妥当性確認されたＣＬ」とされ、ＣＬ自体の結

果モニタリングと検証改善措置の必要性がもとめられたと考えられます。 

■いわゆる「ＣＣＰ決定樹」は重要視されなくなり、「複数の工程での＜合わせ技＞でコントロールす 

る場合は「両方のステップをＣＣＰと見なす」必要があるとされました。 

※その工程での管理だけでは「全製品チェック」や「受容水準の確保（数値化等）」が難しく、他の 

工程との組み合わせでコントロールする場合で、いわゆる「ОＰＲＰ（重要な一般的衛生管理）」 

が重視されたと考えられます。改定作業過程で「ＣＣＰ」＋「ОＰＲＰ」検討もあったようですが、 

全員一致ができずに持ち越されたようです。 

 

まだまだ、勉強不足ですが、今後の保健所の指導や、第３者認証（ＪＦＳも含め）においては、すで

に始まっていますが、「アレルゲン管理」や「一般的衛生管理」のモニタリング検証や管理基準の妥当

性確認などが、必須の要求事項とされてくることになりますので、注目していただければと考えます。 

 

パルシステム協力会品質管理部会学習会の小暮先生の講演から、 

「保健所との賢く付き合うために知っておくと良いこと」         （監物の受け止めです） 

■保健所は、都道府県、指定都市、中核都市、政令で定める市、特別区によって設置、管轄されていま 

す：都道府県、市等、保健所によっては設置管轄が違います。 

■保健所の組織または業務（例）は 

 「衛生課」＝食品衛生（食品衛生法）、環境衛生（水道法）、医事薬事、動物、 

 「予防課」＝母子・老人保健、歯科・精神保健、栄養改善（栄養表示法）、感染症、 

 「その他」＝普及啓発、人口動態調査、試験検査、他 



■食品衛生監視員の仕事は 

「営業許可」「収去検査」「監視指導」「衛生教育」「各種相談」「苦情処理」「食中毒調査」「違

反食品処理」「食品リコール」等。 

■保健所との付き合いで大切にしたいこと 

〇フェイスｔｏフェイスが大切 

〇定期的に挨拶や相談にゆけると良い（原則４月と７月が人事異動） 

〇保健所の構成や体質を知っておくと良い。小さなことでも問合せてみることで。 

〇食品衛生監視指導計画（都道府県等でＨＰで年度毎公表）をのぞいてみる。 

〇できれば食品衛生協会（市町村、地区単位）に参加できなくてもＨＰ等があるので、関心を持つ。 

〇夜間、休日の保健所の連絡体制を調べておく。（中国餃子事件以降、保健所は対応可） 

 

コロナ禍で、保健所も多忙で「煩い」と迷惑がられる場面もあろうかと思いますが、改正食衛生法施

行にともなって、管轄の保健所との付き合いは必須となっていますので、参考にしていただければと思

っています。（監物） 

 

＜添付資料等＞ 

＜編集後記＞ 

■製造流通現場の皆様には、依然として不安定な状況が続いていますが、JASMEQセミナーでも、意識

的に企画させていただいています「食品製造・流通の安全」の原点「５Ｓ・作業者教育・自主点検・

記録」を再確認すると同時に、消費者、取引先対応にも気を配って行きたいと考えています。 

■皆さんからも情報提供をお願いします。支障のない範囲で共有させていただければありがたいので、

よろしくお願いします。 

■皆様には、ＢＣＣでお送りしていますが、関係者への送付希望・追加等ありました紹介（メー

ルアドレ等）下さい。また、今後不要な方もお手数ですが連絡をお願いします。                 

 

協同組合ＪＡＳＭＥＱ（ジャスメック）顧問  監物今朝雄・中村優 

                 アドバイザー 佐藤邦裕・伊藤桂和 

〒１６９―００７２ 東京都新宿区大久保２－３－４ 出光新宿ビル ４階 

Ｔｅｌ ０３－６２０５－６６７７  Ｆａｘ ０３－６４５７－６７５９ 

Ｅ ： k.kenmotsu@jasmeq.com    Ｅ ： m.nakamura@jasmeq.com 

皆様のご意見、感想をお待ちしています。以下、自由に記載いただきメール、及びＦＡⅩで送信下さい。 

ご意見、感想 

お名前                （匿名希望 又は記載名              ） 

御社名          （公開可 非公開希望 ）次号以降への掲載（掲載希望 掲載希望しない） 

題名（無くても結構です） 
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